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1.3

船
舶
の
再
資
源
化
の
規
制
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
こ
の
条
約
に
基
づ
き
当
該
締
約
国
に
代
わ
っ
て
行
動
す
る

権
限
を
与
え
ら
れ
た
認
定
さ
れ
た
団
体
及
び
指
名
さ
れ
た
検
査
員
の
一
覧
表
並
び
に
認
定
さ
れ
た
団
体
又
は
指
名

さ
れ
た
検
査
員
に
与
え
ら
れ
た
権
限
の
責
任
の
範
囲
及
び
条
件

1.4

当
該
締
約
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
で
あ
っ
て
、
再
資
源
化
の
準
備
の
完
了
に
関
す
る
国
際
証
書
の
発
給
を
受
け

た
も
の
に
つ
い
て
の
各
年
ご
と
の
一
覧
表
（
当
該
国
際
証
書
に
記
載
さ
れ
た
再
資
源
化
会
社
の
名
称
及
び
船
舶
の

再
資
源
化
施
設
の
所
在
地
を
含
む
。）

1.5

当
該
締
約
国
の
管
轄
内
で
再
資
源
化
さ
れ
た
船
舶
の
各
年
ご
と
の
一
覧
表

1.6

こ
の
条
約
の
違
反
に
関
す
る
情
報

1.7

当
該
締
約
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
船
舶
及
び
船
舶
の
再
資
源
化
施
設
に
対
し
て
と
っ
た
措
置

第
十
三
条

技
術
援
助
及
び
技
術
協
力

１

締
約
国
は
、
直
接
に
又
は
機
関
そ
の
他
の
国
際
的
な
組
織
を
通
じ
、
船
舶
の
安
全
か
つ
環
境
上
適
正
な
再
資
源
化

に
関
し
、
適
当
な
場
合
に
は
、
次
の
こ
と
に
関
す
る
技
術
援
助
を
要
請
す
る
締
約
国
に
対
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
を

約
束
す
る
。

1.1

人
員
を
訓
練
す
る
こ
と
。

1.2

関
係
す
る
技
術
、
資
材
及
び
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

1.3

共
同
の
研
究
開
発
計
画
を
開
始
す
る
こ
と
。

1.4

こ
の
条
約
の
効
果
的
な
実
施
及
び
機
関
が
作
成
す
る
そ
の
実
施
に
関
連
す
る
指
針
の
効
果
的
な
実
施
を
目
的
と

す
る
他
の
措
置
を
と
る
こ
と
。

２

締
約
国
は
、
船
舶
の
安
全
か
つ
環
境
上
適
正
な
再
資
源
化
に
関
す
る
管
理
体
制
及
び
技
術
の
移
転
に
つ
き
、
自
国

の
法
令
及
び
政
策
に
従
っ
て
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

第
十
四
条

紛
争
解
決

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
す
る
締
約
国
間
の
紛
争
を
交
渉
又
は
紛
争
当
事
国
が
合
意
す
る
そ
の

他
の
平
和
的
手
段
（
審
査
、
仲
介
、
調
停
、
仲
裁
裁
判
、
司
法
的
解
決
、
地
域
的
機
関
又
は
地
域
的
取
極
の
利
用
を
含

め
る
こ
と
が
で
き
る
。）に
よ
り
解
決
す
る
。

第
十
五
条

国
際
法
及
び
他
の
国
際
協
定
と
の
関
係

１

こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
千
九
百
八
十
二
年
の
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
及
び
海
洋
に
関
す
る
国

際
慣
習
法
に
基
づ
く
国
の
権
利
及
び
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

２

こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
他
の
適
用
可
能
な
関
連
す
る
国
際
協
定
に
基
づ
く
締
約
国
の
権
利
及
び
義
務
に

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

第
十
六
条

署
名
、
批
准
、
受
諾
、
承
認
及
び
加
入

１

こ
の
条
約
は
、
機
関
の
本
部
に
お
い
て
、
二
千
九
年
九
月
一
日
か
ら
二
千
十
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
は
署
名
の
た

め
、
そ
の
後
は
加
入
の
た
め
、
開
放
し
て
お
く
。

２

い
ず
れ
の
国
も
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
こ
の
条
約
の
締
約
国
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

2.1

批
准
、
受
諾
又
は
承
認
を
条
件
と
す
る
こ
と
な
く
署
名
す
る
こ
と
。

2.2

批
准
、
受
諾
又
は
承
認
を
条
件
と
し
て
署
名
し
た
後
、
批
准
し
、
受
諾
し
、
又
は
承
認
す
る
こ
と
。

2.3

加
入
す
る
こ
と
。

３

批
准
、
受
諾
、
承
認
又
は
加
入
は
、
そ
の
た
め
の
文
書
を
事
務
局
長
に
寄
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

４

こ
の
条
約
が
対
象
と
す
る
事
項
に
関
し
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
法
制
が
適
用
さ
れ
る
二
以
上
の
地
域
を
そ
の
領
域
内

に
有
す
る
国
は
、
署
名
、
批
准
、
受
諾
、
承
認
又
は
加
入
の
時
に
、
こ
の
条
約
を
自
国
の
領
域
内
の
全
て
の
地
域
に

つ
い
て
適
用
す
る
か
又
は
一
若
し
く
は
二
以
上
の
地
域
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
か
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
し
、
別
の
宣
言
を
行
う
こ
と
に
よ
り
い
つ
で
も
こ
の
宣
言
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

４
の
規
定
に
よ
る
宣
言
は
、
事
務
局
長
に
対
し
書
面
に
よ
り
通
告
さ
れ
る
も
の
と
し
、
こ
の
条
約
が
適
用
さ
れ
る

地
域
を
明
示
す
る
。

６

い
ず
れ
の
国
も
、
こ
の
条
約
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
を
表
明
す
る
際
に
、
許
可
を
与
え
ら
れ
た
自

国
の
船
舶
の
再
資
源
化
施
設
に
お
け
る
船
舶
の
再
資
源
化
に
先
立
ち
、
自
国
に
お
い
て
船
舶
の
再
資
源
化
計
画
の
明

示
の
承
認
又
は
黙
示
の
承
認
の
い
ず
れ
が
要
求
さ
れ
る
か
を
宣
言
す
る
。
そ
の
後
は
、
事
務
局
長
に
対
す
る
通
告
に

よ
り
、
こ
の
宣
言
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
通
告
に
は
、
当
該
修
正
の
効
力
発
生
の
日
を
明
示
す
る
。

第
十
七
条

効
力
発
生

１

こ
の
条
約
は
、
次
の
全
て
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
日
の
後
二
十
四
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。

1.1

十
五
以
上
の
国
が
、
前
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
批
准
、
受
諾
若
し
く
は
承
認
を
条
件
と
す
る
こ
と
な
く

署
名
し
、
又
は
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
若
し
く
は
加
入
書
を
寄
託
す
る
こ
と
。

1.2

1.1
に
規
定
す
る
十
五
以
上
の
国
の
商
船
船
腹
量
の
合
計
が
、
総
ト
ン
数
で
世
界
の
商
船
船
腹
量
の
四
十
パ
ー
セ

ン
ト
に
相
当
す
る
商
船
船
腹
量
以
上
と
な
る
こ
と
。

1.3

1.1
に
規
定
す
る
十
五
以
上
の
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
過
去
十
年
間
に
お
け
る
最
大
の
年
間
船
舶
再
資
源
化
量
の
合
計

が
、
総
ト
ン
数
で
こ
れ
ら
の
国
の
商
船
船
腹
量
の
合
計
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
船
舶
再
資
源
化
量
以
上
と

な
る
こ
と
。

２

こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
た
め
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
日
か
ら
こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
日
前
ま
で
の
間
に
こ
の

条
約
の
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
を
寄
託
し
た
国
に
つ
い
て
は
、
そ
の
批
准
、
受
諾
、
承
認
又
は
加

入
は
、同
日
又
は
こ
れ
ら
の
文
書
の
寄
託
の
日
の
後
三
箇
月
を
経
過
し
た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

３

こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
日
の
後
に
寄
託
さ
れ
る
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
は
、
寄
託
の
日
の
後

三
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。

４

こ
の
条
約
の
改
正
が
次
条
の
規
定
に
従
っ
て
受
諾
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
日
の
後
に
寄
託
さ
れ
る
批
准
書
、

受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
は
、
改
正
さ
れ
た
条
約
に
係
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条

改
正

１

こ
の
条
約
は
、
こ
の
条
に
定
め
る
い
ず
れ
か
の
手
続
に
従
っ
て
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

機
関
に
お
け
る
審
議
の
後
の
改
正

2.1

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
改
正
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
改
正
案
は
、事
務
局
長
に
提
出
す
る
も
の
と
し
、

事
務
局
長
は
、
審
議
の
遅
く
と
も
六
箇
月
前
に
、
当
該
改
正
案
を
締
約
国
及
び
機
関
の
加
盟
国
に
対
し
て
回
章
に

付
す
る
。

2.2

2.1
の
規
定
に
よ
り
提
案
さ
れ
、
か
つ
、
回
章
に
付
さ
れ
た
改
正
案
は
、
審
議
の
た
め
委
員
会
に
付
託
す
る
。
締

約
国
は
、
機
関
の
加
盟
国
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
改
正
案
の
審
議
及
び
採
択
の
た
め
委
員
会
の
審
議
に
参
加

す
る
権
利
を
有
す
る
。

2.3

改
正
案
は
、
委
員
会
に
出
席
し
、
か
つ
、
投
票
す
る
締
約
国
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決
で
採
択
す

る
。
た
だ
し
、
投
票
の
際
に
締
約
国
の
少
な
く
と
も
三
分
の
一
が
出
席
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

2.4

2.3
の
規
定
に
従
っ
て
採
択
さ
れ
た
改
正
は
、
受
諾
の
た
め
、
事
務
局
長
が
締
約
国
に
送
付
す
る
。
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